
　小学校及び中学校の支援学級への就学の特殊性にかんがみ、児童生徒及びその保護者の経済的負担を軽減すると
ともに、新設支援学級の環境を整備し、支援教育の振興を図る。

引き続き、支援学級の備品整備及び支援学級に在籍している児童生徒の保護者に対する就学奨励事業を実
施する。
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子ども未来部教育総務課

事業： 支援教育推進事業 0517

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

支援教育就学奨励費の支給や通学にかかるタクシー送迎等により、児童
生徒、保護者の負担が軽減されている。A

支援教育就学奨励費の支給や通学にかかるタクシー送迎等により、児童
生徒、保護者の負担を軽減することができた。

A
A

A

目

標

保護者からの申請に基づく学用品費等の支給について、申請に対する認定率を100%とし、新設支援学級に必要となる備
品について、学校からの要望に基づき、適切な整備を実施する。
また、保護者からの要望に基づく通学タクシー送迎を適切に実施する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

13,353

8,701

0.60

0.00

7,185

1,516

0

0

一人あたり

世帯あたり 282

122

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

6,341

5,007

1,334

0

0

10,413

0.53

0.00

220

94

2,360

2,178

182

0

0

2,940

0.07

0.00

62

28

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

4,652

0

事業費（決算額） 8,701

4,072

0

6,341

580

0

2,360 (千円)

 (千円)

 (千円)
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